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活動内容
　第 3期協定期間は、「森づくりをきっかけとしたSDGsの啓発・実践の
場」と位置づけており、絆の森での育林作業に加え、金山町が取り組む持
続可能な街づくりについての講義・フィールドワークを実施しました。
枝打ち作業・杉の育成状況調査
　下枝や枯れ枝を次々と切り落とし整備した後、杉の育成状況を調査する
ため樹高や胸高直径を測定。現在の育成状況からCO2 固定量を推計する
など、森林を守り育てていくことの重要性について理解を深めました。
講義・フィールドワーク
　金山町が実践している街づくりを起点とした地域活性化についての調
査・研究を解説いただいた後、実際に街中を歩き、特産である金山杉を活
用した施設や住宅を視察するなど、町民一丸となって実施する持続可能な
街づくりへの取り組みを学びました。

○ 山形県が創設した「やまがた絆の森づくり」に基づき、県内の４信用金
庫との連携による森づくり活動を５年間行います。
○県内４カ所の「ぐるっと花笠の森」にて、植樹や下刈り等を行います。

開 催 日：令和元年９月 28 日（土）
参加人数：69 名
活動場所：月山やすらぎの森
　　　　　（鶴岡市羽黒町）
活動内容：杉林の枝打ちと
　　　　　林床の笹下刈り

　　　　　　　　当社はCSR活動の一環として、2010 年度より協定を締
結して13 年間、協定４者に参加企業を交え、多くのステークホルダと関わ
りながらパートナーシップを大切に活動しています。近年は企業と地域が描く
「次世代の森づくり」の可能性にチャレンジしています。第 5期は、カーボ
ンニュートラルの視点から企業と地域が取り組むCO2森林吸収量に貢献でき
る活動モデルとして「やまがた絆の森」と、人的資源の視点から森との関わ
りを通じて豊かな人間性を育む「やまがた木育」の普及活動に取り組みます。

所在地　金山町大字金山地内　面積：49.65ha

鶴岡市羽黒町手向地内（月山やすらぎの森）　面積：11.0ha金山町大字朴山地内　面積：4.38ha

協定者 ㈱山形銀行、鶴岡信用金庫、鶴岡市、山形県

協定者 ㈱荘内銀行、㈲三英クラフト、金山町、山形県

実施日：10月 1日 ( 土 )　参加：当行行員・家族　計 24名

富士フイルムＢＩ山形㈱、㈲三英クラフト、金山町、山形県

第１期　平成22年４月１日からスタートし、現在４期目
第４期　令和５年４月１日～令和８年３月31日

第１期：平成22年４月１日～平成27年３月31日
第２期：平成27年４月１日～令和２年３月31日
第３期：令和２年４月１日～令和７年３月31日

第１期：平成22年４月１日からスタートし、現在５期目
第５期：令和５年４月１日～令和８年３月31日

荘銀かねやま絆の森

ぐるっと花笠の森【鶴岡】かねやま絆の森

キャプション
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裾枝打ち作業

金山町の街づくりに関する講義

育成状況調査

金山町内フィールドワーク

集合写真

子どもたちが ▼リレー旗を受け取りました。　
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　森づくりによる二酸化炭素削減の推進・地域活性化等を目的として、「や
まがた絆の森『しんきん結 (ゆい ) の森・ぐるっと花笠の森【新庄】』」の
協定を６団体の間で締結しております。
 このプロジェクトで私どもは、地域住民、企業が気軽に森づくりを行い、
活動成果を実感できる仕組みを構築するために共にコンソーシアムを形成
し、下記のような活動を行っております。

新庄市五日町地内　面積：22.0ha

協定者 新庄信用金庫、㈱山形銀行、柴草山管理組合、新庄市、
ＮＰＯ法人バイオマスもがみの会、山形県

第１期：平成22年４月１日～平成27年３月31日
第２期：平成27年４月１日～令和２年３月31日
第３期：令和２年４月１日～令和７年３月31日

しんきん結
ゆい

の森・ぐるっと花笠の森【新庄】１

～令和４年度の活動より～
「柴草山 絆の森看板周辺、ブナ植樹場所、森の
ホームステイ植樹場所、遊歩道全エリアの下刈り
倒木撤去作業」 令和４年９月１０日（土） 
　平成30年10月に開催した「森のホームステイに
よる絆の森植樹活動」にて植樹したコナラ、ミズナラ
等の場所と遊歩道の下刈りを実施いたしました。ま
た、平成23年５月に植樹したブナ周りについても、
下刈り活動を行いました。（植樹したブナは11年で
高さ３ｍまで達し、順調に生育が進んでおります。）
  昨年度に引き続き、新型コロナウイルスの影響によ
り活動を自粛している状況が続いている中、少人数に
て遊歩道の下刈り・倒木撤去活動を継続して行ってお
ります。

参加メンバーによる集合写真

当金庫職員の下刈り作業

植樹したブナも順調に成長遊歩道の現場確認風景下刈り完了後の看板周辺

木は、私たちが排
出したCO2を吸
収して、空気をつ
くってくれます。
私たちは省エネ
性能でなるべく
CO2を出さな
い努力を続け
ます。

わたしちは協定エリア内で
２タイプの杉苗を保育しています

省エネ性能UP!
省エネ機械になる
ほど、CO2自 体
を出さないからそ
の分、貢献できる
台数が増えます。
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